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3. ロケット実験および落下塔実験による微小重力環境において対流を抑制した状態で，溶融 InSb の熱伝導率を精
度よく測定し融点付近で15 :t1. 5 (W/mK) であることを明らかにしている。また，この 2 つの異なる微小重力
環境での測定値が同一の温度依存性を持つことから，本研究で用いた測定方法においては，測定前から存在する対
流が測定値には影響を及ぼさないことを明らかにしている。
4. 溶融半導体にたいしても Wiedemann-Franz 則が液体金属の場合と同様に，有効な推定法則であることを示し
また溶融状態での電子密度，原子 l 個あたりの電子数を考察することにより，溶融半導体が金属的な融体であると
を明らかにしている。粘性係数について， Andrade 係数が液体金属の場合よりも小さな値になることを示し，飯
田・ Guthrie ・森田の式を溶融半導体の粘性係数に適用した結果から考察して， Andrade 係数が小さい値を示す原
因は，液体状態での原子振動数の評価に問題があることを明らかにしている。
以上のように本論文は，溶融半導体や溶融金属の熱伝導率測定法を確立し微小重力環境での熱伝導率測定の有用
性を示し溶融半導体の熱物性値を明らかにしている。これらの成果は，溶融半導体ならびに溶融金属物性の基礎研
究に大きく寄与すると共に，結晶成長技術等にも貢献するところが大き l\。よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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